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　「本来は力を持っている子たち。今の挫折をバネ
にしてステップアップしていく子達をたくさん見てき
ています。早く行動を起こすことで、可能性も広がり
ます」と優しい口調が印象的な森校長。話の端々
から生徒への温かな想いが伝わってくる。同校は少
人数制のアットホームな規模。「一番しんどい時期
をともにする仲間だからこそ絆も固く、上級生と下級
生も兄弟のような関係で仲いいですよ」とのこと。
取材中も仲間とともに勉強に励む姿が多く見られ、
教室の雰囲気も明るい。高卒はもちろん、大学等
の進学まで支援があるのも同校の魅力。個別見学
会を平日実施しているので実際に行ってみて。

前向きにチャレンジできる
1人ひとりと向き合ってくれる高校

個別見学
＆

相談会

週2日～5日

単位制・通信制

平日10時～17時
要予約

【プラスサイクル指導】
「マイナスと思っている状態から
生徒の成長を支援」
● 友達が出来るか不安…
● 中学校の勉強もままならない…
● 毎日の登校が不安…
先生が1人ひとりの状況を見て丁寧にサポート、
通ってからも少人数なので目が行き届きやすい。
※他、様々な学校行事を通して、生徒の意欲を
　引き出してくれる

第一学院高等学校　
大阪梅田キャンパス
大阪市北区万歳町4-12｠浪速ビル西館｠8F｠

206-6312-5160 
阪急梅田駅から徒歩7分、｠
地下鉄中崎町駅3番出口からすぐ
※大阪駅・梅田駅から、堂山町交差点へ。
「ホテル大東洋」「ECC国際外国語専門学校」
を目指し、1Fにローソンがあるビルの8F｠
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　大阪府認可で、今年創立27年目を迎えた
伝統ある通信制高校。「友人関係がうまくい
かない」「学習についていけない」など、通信
制高校を選択する理由は様々。同校では全
日型の「ベーシック」、週１～３日の「マイスタイ
ル」、完全個別の「ホームサポート」と生徒一
人ひとりの多様性を認め、それぞれに合ったク
ラスが揃う。ベーシッククラスでは、漢検や英
検など継続学習を通して資格取得にチャレン
ジし、卒業後の進路も視野に入れた学びがで
きると評判だ。できることを伸ばし、可能性を
広げる同校へまずは見学を。

高校卒業者数約37,000人の実績
社会で役立つ力が身に付く学びの場

八洲学園高等学校
大阪中央校
大阪市中央区玉造1-3-15

206-6762-1248
梅田キャンパス
大阪市北区梅田1-3-1
大阪駅前第一ビル2F

206-6343-1173

学校説明会

自宅～週5日
中高生

梅田キャンパス
● オープンスクール：
　8/25（土）13時～
● 定例説明会：
　毎週水曜16時～

大阪中央校
● 体験入学会：
　8/26（日）13時～
● 定例説明会：
　毎週火曜16時～

（上）少人数制で生徒
と先生の距離が近い
のも魅力。

（左）自由参加の行事
や修学旅行などを通し
て友達作りもできる。

※各校予約制

八洲学園高校　で検索

中等部併設
（入学金・学費無料）
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学びリンク株式会社代表
通信制高校などの新しい学
びの場をテーマに、20年以
上多くの情報支援を行う。

この方に伺いました

山口 教雄さん

　子どもの状態別に見る通信制高校の選び方や基礎知
識、体験談など、高校選びや進学に迷う人の一助になる書
籍。通信制高校・サポート校合同説明会を全国で年25回
開催している実績に基づいたデータも多く参考になる。
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山口さんの著書
「あなたのお子さんには
  通信制高校が合っている!!」 （2018年2月発行）

通信制高校卒業までの流れ

書籍「あなたのお子さんには通信制高校が合っている!!」より

※卒業資格は全日制、定時制と同じものです

教科・科目の単位を修得

卒 業 の 3 条 件

高校卒業資格

1 74単位以上の修得
2 通算3年間以上の修学
3 30時間以上の特別活動への参加

レポート スクーリング テスト

こども食堂を広げよう
～ 茨木市 こども政策課  こども食堂への支援 ～　

［ 取材･文 ］ 編集部 木下

　今回は、茨木市のこども食堂への支援体
制や取り組みなどを取材した。
　市内にこども食堂ができ始めて2年が経
過、徐々に認知度が上がり、利用者が増えて
いるそう。「ボランティアが食事提供だけで手
一杯に。厳しい状況の中、各こども食堂は創
意工夫し、運営されています」とこども政策課
の中坂子ども・若者支援グループ長。
　市では、昨年度に市内のこども食堂情報と
ボランティア･食材などを募るチラシを作成。
今年2月には「こども食堂発表会」を開催、応
援したい人への周知や各こども食堂の現状
報告などが行われた。
　また、昨年度から運営補助も実施。施設使
用料を開催1回あたり上限1,750円（月上限
4回）補助したが、継続運営するのに必要な
ものが各こども食堂で異なったり、実施場所

が有料施設だけでないことがわかり、今年度
から開催1回あたり上限2,000円（月上限8
回）を使途の指定なく補助することに。
　「こども食堂は食を通じて地域で顔が見え
る関係性を作れる貴重な居場所。子どもや親
が困らないよう、早期に支援ができるように継
続運営を支援したい。ボランティアだけでな
く、寄付や食材提供なども応援になるので、ぜ
ひ各こども食堂に問い合わせを」。

【 問合せ先 】 茨木市 こども政策課　TEL：072-620-1625

チラシは 市
の図 書 館な
どに 設 置 。
市HPでも閲
覧が可能。

応募方法／はがきもしくはFAXに
解答と〒・住所･氏名･年令･職業･電
話番号を明記の上、編集部までお
送りください｡抽選で5名様に記念
品をプレゼント。(毎月25日〆切)

応募先／FAX　06-6368-3505
〒566-0001  摂津市千里丘1-13-23　
シティライフ「クロスワード」係

●6月号の答え  季節風


